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平
成
三
十
一
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会
が
、
去
る
五
月
十
三
日

（
月
）、
妙
高
市
「
ホ
テ
ル
太
閤
」
に
お
い
て
、
九
十
六
商
工
会
か

ら
二
三
〇
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
髙
橋
県
女
性
連
副

会
長
が
開
会
を
宣
し
、
全
員
で
「
商
工
会
女
性
部
の
歌
」
を
斉
唱
、

工
藤
県
女
性
連
理
事
の
合
図
で「
誓
い
の
言
葉
」を
唱
和
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
末
武
県
女
性
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、
大
橋
県
連
専
務
理
事

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
司
会
の
髙
橋
県
女
性
連
副
会
長
は
出

席
者
数
を
報
告
し
、
本
総
会
が
有
効
に
成
立
す
る
旨
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
立
川
県
女
性
連
理
事
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
の
進

行
に
入
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
第
一
号
～
第
五
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
満
場
一
致
で
全
議
案
が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ

い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

続
い
て
、
平
成
三
十
年
度
商
工
会
女
性
部
員
増
強
運
動
及
び
商
工

会
カ
ー
ド
加
入
促
進
運
動
に
お
け
る
優
良
商
工
会
女
性
部
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。表
彰
に
あ
た
っ
て
は
上
位
商
工
会
を
選
定
表
彰
し
、

以
上
で
通
常
総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。(

受
賞
商
工
会
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
は
二
、三
頁
参
照)

　

総
会
終
了
後
は
引
き
続
き
、
同
会
場
に
て
部
長
等
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。(

部
長
等
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
四
頁
参
照)

第
一
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
収
支
更
正
予
算
の
承
認
に
つ

い
て

第
二
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

の
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
特
別
会
計
新
潟
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
災
害
対
策
事
業
収
支
決
算
、
貸

借
対
照
表
、
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

平
成
三
十
一
年
度
特
別
会
計
新
潟
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
災
害
対
策
事
業
収
支
予
算
の

決
定
に
つ
い
て
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安田商工会女性部

　部長　坂　井　幸　子

　この度の受賞は、今後の活動の希望となり
ます。ありがとうございました。
　募集にあたっては、部員一同協力し、「こ

の業界は加入しないだろう」などの固定観念を捨て、新しく開
店した飲食店に食事に伺って親会の加入と同時にお願いした
り、親会に入っているが女性部に入部のない事業所、店舗など
に声掛けをしました。結果、多くの若い部員さんが増えまし
た。まだ入部していない方の中にも、子育ても終わりそろそろ
地域と関わる活動に参加したいと考えている方がいらっしゃい
ます。今後も部員一同、女性部活動の持続、活性化を目指して、
努力してまいります。

西川商工会女性部

　部長　真　島　紀　子

　ずっと想い描いていた部員増強運動での表

彰！！有り難うございます。新体制での三役

会議で事務局と相談し、特に若い方への声掛けを積極的に行い

ました。部員の友人も誘った結果、４名の入部が決まりまし

た。早速、４月のイベントに初めて参加し、「今日から女性部

デビューだよ！」との会話を聞き、とても嬉しくなりました。

毎日が忙しい女性部のみんなで、無理なくできる範囲の協力を

お願いしながら、楽しくをモットーに活動しています。

津川商工会女性部

　部長　山　﨑　京　子

　このたびは、部員増強運動につきまして優
良表彰をいただきありがとうございました。
　わが町では、過疎化により毎年部員が減少

しており頭を悩ませておりました。しかし、このままでは部員
減少に歯止めがかからなくなることから数年前に部員増強に力
を入れることになりました。商工会員の中で、女性部に加入し
ていただけそうな事業所をピックアップし、部員が直接声をか
けて勧誘した結果、新規加入につながりました。
　これから一緒に女性部活動や地域を盛り上げていけることを
楽しみにしております。

佐和田商工会女性部

　部長　萩　原　麻　美

　この度は、部員増強運動において優良表彰

をいただき、ありがとうございます。平成

30年度は役員改選があり、役員がかわり新体制となりました。

新役員を中心とした新たなご縁から、未加入者への声掛けを積

極的に行った結果、部員増加につながりました。新たな部員と

共に活動できることを大変嬉しく思います。現在55名、今後

も部員同士の親睦を大切にし、地域の活力となるよう、一同力

を合わせ笑顔と元気で活動していきたいです。

水原商工会女性部

　部長　圓　山　英　子

　今年度も部員増強運動で表彰を頂き、部員
一同、感謝しております。誠にありがとうご
ざいます。

　毎年、新規部員の加入勧奨を活動として一所懸命、行ってお
りますが、やっと入っていただいても、それ以上に廃業や高齢
を理由の脱退も多いため、純粋な増員が厳しい事をひしひしと
感じております。とはいえ、地道に、また継続的に声掛けをお
こなった結果、表彰を頂けたことは大変、光栄です。
　今後も積極的な声がけを行いながら、部員の後継者育成にも
力をいれて、女性部活動を盛り上げていきたいと思います。

吉田商工会女性部

　部長　田　中　淑　子

　この度は、部員増強運動で優良表彰を頂き、
誠にありがとうございます。
　私達は、年２回、事業所訪問を実施してい

ます。女性部に仲間入りしていただいた事業所へ、他の部員さ
ん達とお邪魔し、どういうお仕事をしていらっしゃるのか説明
を受け、その後新人部員さんも一緒にランチへ行きます。
　いつも全員でアンテナを張り巡らせ、まだ入部をしていない
お店や事業所へ皆でお邪魔し、女性部は“いつも明るく元気な
所なので、一緒にいかがですか？”とお誘いしています。
　多くの方から、女性部に仲間入りをしていただくことをとて
も楽しみに活動しております。
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見附商工会女性部

　部長　荒　井　キ　ク

　この度は部員増強運動で優良表彰を頂き、

部員一同大変喜んでおります。誠にありがと

うございます。

　部員募集にあたっては、女性部活動の楽しさ、人との交流の

幅が広がること、自らの商売の役にも立つことをお伝えし、加

入いただくようにしています。

　今後も、部員一人ひとりの意見を聞きながら、部員自身の役

に立つ活動、地域の役に立つ活動を心掛けながら活動してきた

いと思っています。

三川商工会女性部

　部長　神　田　春　江

　平成28年度に続き、このたび優良表彰を

受賞することができ、部員一同、大変喜んで

おります。30年度は２名の入部があり、お一人は韓国の方で、

当地区で本場キムチを製造販売して20年になります。もう一

人の方は、増強運動をきっかけにお誘いしたところ、快く入部

してくださいました。部員が増えたことにより活気も出て、今

後は創意工夫しながら地域に密着した活動を、役員・事務局一

丸となって進めていきたいと思います。

上川商工会女性部

　部長　遠　藤　佐和子

　上川商工会女性部は、元々部員が少数で、

表彰は頂いたものの、退部された方もあり、

実際の部員増とはなりませんでした。それで

も、ただ退部されていくばかりでは部員が減少する一方ですの

で、何とか後継のお嫁さんや未加入の方に入部を促したく、部

員の皆さんと協力して勧誘を行いました。今年度も、現状の人

数を維持する事ができました。これからも積極的に部員同士で

情報を交換し、女性部の活性化に繋がるよう努力して行きたい

と思います。

広神商工会女性部

　部長　目　黒　玲　子

　このたび、私たちが以前より心がけて参り

ました部員増強活動で、表彰されました事は、

これからの活動の励みとなる嬉しい出来事でした。これも部員

のみなさんが、常日頃から「募集中!!」を話題にしてくれたお

陰と思っております。募集チラシを持参して、時には本人より

先に、ご主人やお姑さん、又事業所の店長さんに話しを聞いて

もらったりもしました。今後も部員の「和」を大切に一人でも

多くの仲間づくりをしていきたいと思っています。

鹿瀬商工会女性部

　部長　波田野　一　女

　「私もお手伝いさせて下さい。」

　イベント出店時に来店した彼女の一言が、

今回の増加率受賞となりました。もちろん部

員一同大歓迎！！

　部員は現在10名ですが、事業への出席率は高く、少数ゆえ

に『誰かが』ではなく、『自分が』と考え協力されるからだと思っ

ています。

　今後も個々の意見を大切に、地域貢献・研修など女性部活動

をしたいと思います。

朝日商工会女性部

　部長　木ノ瀬　里　美

　朝日商工会女性部の一年の事業は沢山あり

ますが、どれも楽しく活動しております。本

年度の目標として商工会カード促進を重点とすることにしまし

た。中には知らない部員もいて「ＳＨＯＫＯＫＡＩ」と入った

カードを見せてお願いしたところ、こころよく加入して頂きま

した。その結果として８名の新規加入となり思いがけない表彰

に部員一同感謝しております。これからも益々楽しく活気ある

女性部を目指してまいります。
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五
月
十
三
日
（
月
）
か
ら
十
四
日
（
火
）

に
か
け
て
、
女
性
部
主
張
発
表
大
会
並
び

に
女
性
部
長
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　　

主
張
発
表
後
、
新
潟
県
知
事
夫
人　

花

角
田
枝
氏
よ
り
、「
魅
せ
る
と
い
う
こ
と
」

と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
角
氏
は
、
自
身
の
経
験
し
た
二
つ
の

「
魅
せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
商
売
に
生

か
せ
る
よ
う
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
で
魅
せ
る
」

と
い
う
こ
と
。
商
品
を
開
発
す
る
際
の
困

難
を
ど
う
乗
り
越
え
た
か
、
Ｖ
字
型
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と

で
、
同
様
の
商
品
と
の
差
別
化
が
図
れ
、

売
上
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
つ
目
は
、「
デ
ザ
イ
ン
で
魅
せ
る
」

と
い
う
こ
と
。
夫
で
あ
る
花
角
英
世
氏
の

転
勤
に
伴
い
、
イ
タ
リ
ア
で
三
年
間
過
ご

し
、
多
く
の
美
し
い
場
所
や
モ
ノ
に
出

会
っ
た
。
何
か
一
つ
、
美
し
い
も
の
を
商

売
に
取
り
入
れ
て
み
る
と
良
い
か
も
し
れ

な
い
と
話
し
、
講
演
を
終
え
ま
し
た
。　

　

二
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
参
加
者
を

十
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
女
性
部

活
動
〈
全
女
性

連　

ま
ち
（
地

域
）
づ
く
り
顕

彰
〉に
つ
い
て
、

関
ブ
ロ
女
性
連

に
新
潟
県
代
表

と
し
て
推
薦
す

る
女
性
部
を
決
定
す
る
た
め
、
所
属
女
性

部
の
活
動
内
容
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

推
薦
す
る
女
性
部
の
最
終
的
な
決
定

は
、
県
女
性
連
役
員
に
一
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
歌
や
体
操
を
小
学
校
や
敬
老
会
で
指
導

し
た
り
、
祭
り
等
で
食
べ
物
の
販
売
を

行
っ
た
り
、
新
規
に
開
業
し
た
事
業
所
を

訪
問
し
、
女
性
部
に
勧
誘
し
た
り
等
、
他

の
女
性
部
の

様
々
な
活
動

を
知
る
良
い

機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

間
近
に
迫
っ

た

関

東

ブ

ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部
交

流
研
修
会
に

向
け
て
、
質

疑
応
答
を
行

い
、
部
長
等

研
修
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
は
、
日
頃
の
女
性
部
活

動
等
を
通
じ
て
得
た
体
験
や
成
果
等
を
発

表
し
、
相
互
研
鑚
す
る
こ
と
で
、
女
性
部

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
や
資
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
六
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
代

表
者
六
名
か
ら
主
張
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
㈱
新
潟
日
報
社　

上
越

支
社 

報
道
部
長
代
理
兼
論
説
編
集
委
員 

涌
井
哲
郎
氏
を
は
じ
め
、
五
名
の
審
査
委

員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
（
県
知
事
賞
）
に
は
、
吉
川
商
工
会
女

性
部
の
吉
田
加
代
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
他
五
名
の
方
々
に
は
優
秀
賞

（
県
連
会
長
賞
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
吉
田
さ
ん

は
、新
潟
県
代
表
と
し
て
七
月
二
日（
火
）

に
新
潟
市
「
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸

術
文
化
会
館
」
で
開
催
さ
れ
た
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
に

出
場
さ
れ
ま
し
た
。(

五
頁
参
照)

新潟県知事夫人　花 角 田 枝 氏

グループディスカッション

発表者及びテーマのご紹介（敬称略・発表順）

１　

堀
之
内　
　

鈴
木　

利
津
子 

さ
ん

　　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　　　　

～O
ne

 N
ig

ht S
um

m
e
r 

堀d
a
y
!

が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教
え
て
く
れ
た
こ
と
～

２　

小
国
町　
　

野
田　

祐
里
子 

さ
ん

　　　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　　　　

～
女
性
部
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
～

３　

赤　

泊　
　

金
田　

ト
シ
子 

さ
ん

　　　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　　　　　　　　　　　　　　　　

～
港
と
と
も
に
生
き
る
～

４　

安　

田　
　

渡
邉　

敏
子 

さ
ん

　　　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　　　　　　　

～
地
域
に
根
差
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女
性
部
を
目
指
し
て
～

５　

中
之
口　
　

大
橋　

壽
賀
子 

さ
ん

　　　

「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」

　　　　　　　

～
会
員
数
の
減
少
と

　　　　　　　　　　　　　　　　　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
～

６　

吉　

川　
　

吉
田　

加
代 

さ
ん

　　　
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

　　　　　　　

～
女
性
部
の
チ
カ
ラ
を
地
域
の
力
に
～

吉
川
商
工
会
女
性
部

　

　

吉
田
　
加
代

　

一
番
嬉
し
か
っ
た
事
は
、
地
域
活
性
化
に
向

け
て
の
取
り
組
み
、
特
産
品
白
い
蒸
し
ど
ら

「
よ
し
か
わ
う
ま
れ
」
の
販
売
を
通
し
て
私
た

ち
の
活
動
と
熱
い
思
い
を
伝
え
ら
れ
た
事
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
吉
川
商
工
会
女
性
部
員
数

二
十
五
人
。
少
な
い
部
員
と
少
な
い
活
動
資
金

の
中
で
の
特
産
品
開
発
で
し
た
が
、
部
員
の
絆

で
出
来
た
活
動
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
私
に
し
か
出
来
な
い
と
皆
に
背
中
を

押
さ
れ
な
が
ら
、
主
張
発
表
へ
の
出
場
と
な
り

ま
し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
は
、

緊
張
し
て
い
る
私
に
多
く
の
方
た
ち
が
応
援
の

声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方

た
ち
の
笑
顔
も
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
時
、
応
援
席
の
仲
間
の

顔
が
見
え
、
応
援
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ

し
て
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
無
事
に
発
表
を

終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
拍
手

と
お
誉
め
の
言
葉
を
頂
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
応
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
女
性
部
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

発
表
者
か
ら
ひ
と
こ
と

部
長
等
研
修
会

主

張

発

表

大

会

　

後
日
、県
女
性
連
理
事
会
に
お
い
て
、

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
の
推
薦
先

を
審
議
し
た
結
果
、
西
川
商
工
会
女
性

部
の
「
〝
か
さ
ぼ
ん
体
操
〟

と

〝
か
さ

ぼ
ん
焼
き〟
で
活
き
活
き
ま
ち
づ
く
り
」

に
決
定
し
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女

性
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
へ
推
薦
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
、

顕
彰
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。


